
JP 2013-99469 A 2013.5.23

10

(57)【要約】
【課題】被検体内に供給される照明光の光量を低下させ
ることなく、簡単な構成により光学部材の曇りを防止す
ることができる構成を具備する撮像装置を提供する。
【解決手段】光学部材４３、４２ａ、４４と、光学部材
４３、４２ａ、４４を保持する枠４１、４２と、光学部
材４３、４２ａ、４４に入射され、該光学部材４３、４
２ａ、４４を通過した被写体からの観察光Ｌの赤外光Ｉ
を熱に変換する熱変換部材６１と、熱変換部材６１によ
って変換された熱を枠４１、４２に伝達する、熱変換部
材６１及び枠４１、４２に接続された熱伝達部材６２と
、を具備する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する撮像装置であって、
　光学部材と、
　前記光学部材を保持する保持部材と、
　前記光学部材に入射され、該光学部材を通過した前記被写体からの観察光の一部を熱に
変換する熱変換部材と、
　前記熱変換部材によって変換された前記熱を前記保持部材に伝達する、前記熱変換部材
及び前記保持部材に接続された熱伝達部材と、
　を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記熱変換部材と前記熱伝達部材とは一体的に形成されていることを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記熱伝達部材と前記保持枠とは一体的に形成されていることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記熱変換部材によって前記熱に変換される前記観察光の一部は、赤外光であることを
特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記光学部材の光軸方向後方に、前記赤外光を透過するまたは反射する反射膜が設けら
れており、
　前記反射膜によって透過されたまたは反射された前記赤外光の光路上に、前記熱変換部
材が設けられていることを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記光学部材は、前記被写体を観察する観察用レンズと、該観察用レンズの光軸方向後
方に位置するプリズムとを有し、
　前記反射膜は、前記プリズムに設けられていることを特徴とする請求項５に記載の撮像
装置。
【請求項７】
　前記反射膜の該反射膜を透過する側の光路上に、前記反射膜を保護する保護部材が貼着
されており、
　前記保護部材に、前記熱変換部材が接続されていることを特徴とする請求項６に記載の
撮像装置。
【請求項８】
　前記保護部材と前記熱変換部材とは、一体的に形成されており、
　前記保護部材は、さらに前記赤外光を前記熱に変換する機能を有していることを特徴と
する請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記熱変換部材と前記反射膜とは、一体的に形成されており、
　前記反射膜は、さらに前記赤外光を前記熱に変換する機能を有していることを特徴とす
る請求項６に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の前記撮像装置を、前記被検体内に挿入される挿入
部または該挿入部の挿入方向基端側に接続された操作部に有することを特徴とする内視鏡
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を撮像する撮像装置、内視鏡に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　撮像装置、例えば、内視鏡に用いられる撮像装置は、被検体内における被検部位を撮像
するものであり、例えば内視鏡の挿入部の挿入方向先端側（以下、単に先端側と称す）に
位置する先端部内に設けられた構成が周知である。
【０００３】
　また、撮像装置としては、被検部位を観察するレンズや、該レンズを保持する保持枠、
レンズの光軸方向後方（以下、単に後方と称す）に設けられたプリズムや、該プリズムの
出射側に設けられた被検部位の像を撮像する撮像素子等からなる構成が周知である。
【０００４】
　さらに、先端部内において撮像装置は、先端部を構成する先端硬質部材に固定されるが
、先端硬質部材を、ポリサルフォンやＰＥＥＫ等の樹脂から形成した構成が周知である。
先端硬質部材を樹脂から形成すると、先端硬質部材の小型化を図ることができるとともに
、型成型できるため先端硬質部材の量産性を高めることができ、さらに先端硬質部材に対
して照明用レンズを一体的に形成することができるメリットがある。
【０００５】
　ところで、内視鏡の挿入部における先端部は、使用中または使用後、液体中に浸漬され
ることがある。
【０００６】
　例えば、膀胱内に挿入部を挿入して膀胱内の観察を行う場合には、先端部は、膀胱内の
尿に浸漬された状態で使用されることがある。
【０００７】
　また、内視鏡の使用後、内視鏡を洗浄、消毒するため、内視鏡は、洗浄液や消毒液等の
薬液に浸漬されるが、この際、当然先端部も薬液に浸漬される。
【０００８】
　ここで、保持枠に対してレンズが接着剤を介して接着固定され、またプリズムも接着剤
を介して保持枠に接着固定され、さらに先端硬質部材がポリサルフォンやＰＥＥＫ等の樹
脂から形成されている場合、先端部が液体中に浸漬されてしまうと、ポリサルフォンやＰ
ＥＥＫ等の樹脂は吸湿性を有することから、先端硬質部材を介して水分が接着剤中に吸収
されてしまい、該水分（湿気）が接着剤を進入路として保持枠内に進入し、レンズやプリ
ズム等の光学部材を曇らせてしまうといった問題があった。
【０００９】
　また、先端硬質部が金属等の吸湿性を有さない材質で構成された場合であっても、先端
硬質部の開口から内視鏡の外部に露出した撮像装置と先端硬質部との接着部や、外部に露
出したレンズと保持枠との接着部等から、水分（湿気）が保持枠内に進入し、レンズやプ
リズム等の光学部材を曇らせてしまうといった問題があった。
【００１０】
　尚、このような問題は、先端部のレンズの光軸方向における短小化を図ると、光軸方向
における保持枠に対するレンズの嵌合長が減少してしまうため、即ち、光軸方向における
接着剤の接着長が短くなり、接着剤の塗布量が少なくなってしまうためより顕著となる。
【００１１】
　よって、特許文献１には、挿入部内に挿通された、被検体内に照明光を供給するライト
ガイドの先端の一部を保持枠に向け配置し、ライトガイドの先端からの照明光の一部を保
持枠にも供給することにより保持枠を照明光により熱して、接着剤中の水分の蒸発速度を
早めることによりレンズの曇りを防止する構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開平９－１７３２８２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ここで、挿入部の小径化を図ると、当然挿入部内に挿通されるライトガイドの本数も減
少する。
【００１４】
　よって、特許文献１のように、ライトガイドの先端の一部を保持枠に向け配置し照明光
を保持枠にも供給する構成においては、光源装置からライトガイドを介した照明光全体が
被検体内に供給される構成ではないことから、照明光を被検体内に供給するためのライト
ガイドの本数が少なくなってしまうと、被検体内に供給される照明光の光量が大幅に少な
くなってしまうといった問題があった。
【００１５】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、被検体内に供給される照明光の光量
を低下させることなく、簡単な構成により光学部材の曇りを防止することができる構成を
具備する撮像装置、内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため本発明の一態様における撮像装置は、被写体を撮像する撮像装
置であって、光学部材と、前記光学部材を保持する保持部材と、前記光学部材に入射され
、該光学部材を通過した前記被写体からの観察光の一部を熱に変換する熱変換部材と、前
記熱変換部材によって変換された前記熱を前記保持部材に伝達する、前記熱変換部材及び
前記保持部材に接続された熱伝達部材と、を具備する。
【００１７】
　また、本発明の一態様における内視鏡は、請求項１～９のいずれか１項に記載の前記撮
像装置を、前記被検体内に挿入される挿入部または該挿入部の挿入方向基端側に接続され
た操作部に有する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、被検体内に供給される照明光の光量を低下させることなく、簡単な構
成により光学部材の曇りを防止することができる構成を具備する撮像装置、内視鏡を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１実施の形態の撮像装置を内視鏡の挿入部の先端部に具備する内視鏡システム
を示す斜視図
【図２】図１の挿入部の先端部の内部の構成を、一部を断面にして概略的に示す斜視図
【図３】図２の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図
【図４】図３の撮像装置の変形例の構成を概略的に示す部分断面図
【図５】第２実施の形態の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図
【図６】第３実施の形態の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図
【図７】第４実施の形態の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図
【図８】撮像素子の前面にカバーガラスが貼着され、カバーガラスの前面に遮光膜が蒸着
された状態を概略的に示す図
【図９】図８のカバーガラス及び遮光膜を図８中のIX方向からみた平面図
【図１０】撮像素子の前面にカバーガラスが貼着され、カバーガラスの前面に外周にバリ
を有する遮光膜が蒸着された状態を概略的に示す図
【図１１】図１０のカバーガラス及び遮光膜を図１０中のXI方向からみた平面図
【図１２】カバーガラスの前面において遮光膜のバリによって露出された領域に、黒色の
接着剤を充填した状態を示すカバーガラス及び遮光膜の平面図
【図１３】カバーガラスの前面において遮光膜のバリによって露出された領域を光学的に
粗くした状態を示すカバーガラス及び遮光膜の平面図
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【図１４】カバーガラスの前面において遮光膜のバリによって露出された領域に、メカマ
スクを貼着した状態を示すカバーガラス及び遮光膜の平面図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２１】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態の撮像装置を内視鏡の挿入部の先端部に具備する内視鏡システム
を示す斜視図、図２は、図１の挿入部の先端部の内部の構成を、一部を断面にして概略的
に示す斜視図、図３は、図２の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図である。
【００２２】
　図１に示すように、内視鏡システム１は、内視鏡２と、光源装置３と、ビデオプロセッ
サ４と、モニタ５とから主要部が構成されている。
【００２３】
　内視鏡２は、細長な挿入部９と、該挿入部９の挿入方向基端側（以下、単に基端側と称
す）に折れ止め１１を介して接続された操作部１０と、該操作部１０から延出されたユニ
バーサルケーブル１７と、該ユニバーサルケーブル１７の延出端に設けられたコネクタ１
８とを有して主要部が構成されている。
【００２４】
　挿入部９は、挿入方向の先端側から順に先端部６と、湾曲部７と、可撓管部８とを有し
て主要部が構成されている。
【００２５】
　また、操作部１０には、挿入部９内に設けられた各種処置具が挿通される処置具チャン
ネルの開口部１２が形成されているとともに、湾曲部７を湾曲操作する際に操作される湾
曲操作ノブ１６が回動自在に設けられている他、図示しない各種内視鏡操作用のスイッチ
類等が設けられている。
【００２６】
　尚、湾曲操作ノブ１６は、湾曲部７を上下方向に湾曲操作する際に操作されるＵＤ湾曲
操作ノブ１４と、湾曲部７を左右方向に湾曲操作する際に操作されるＲＬ湾曲操作ノブ１
５とから主要部が構成されている。
【００２７】
　コネクタ１８は、光源装置３と接続自在となっている。尚、内視鏡２は、コネクタ１８
、ユニバーサルケーブル１７、操作部１０、挿入部９内に挿通された図示しないライトガ
イドを介して、光源装置３から照射された照明光を、先端部６の先端面に設けられた図示
しない照明用レンズから被検体内に供給する構成を有している。
【００２８】
　また、コネクタ１８からは、コイル状のコイルケーブル１９が延出しており、該コイル
ケーブル１９の延出端に、ビデオプロセッサ４と接続自在な電気コネクタ１９ａが設けら
れている。
【００２９】
　ビデオプロセッサ４は、内視鏡画像を表示するモニタ５と電気的に接続されており、内
視鏡２の後述する撮像装置４０（図２参照）によって光電変換された電気信号を信号処理
して、画像信号としてモニタ５に出力する機能を有している。
【００３０】
　内視鏡２の挿入部９の先端部６は、図２に示すように、例えばポリサルフォンやＰＥＥ
Ｋ等の樹脂から形成された先端硬質部材３０を有している。尚、先端硬質部材３０を構成
する部材は樹脂に限定されず、金属であっても構わない。
【００３１】
　図２に示すように、先端硬質部材３０は、上述した処置具チャンネルや、ライトガイド
等が挿通される孔部３１、３２と、撮像装置４０が配置される空間部３３とを有している
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。
【００３２】
　孔部３１，３２、及び空間部３３は、先端硬質部材３０の挿入方向の先端（以下、単に
先端と称す）から挿入方向の基端（以下、単に基端と称す）にかけて、挿入部９の挿入方
向に沿って形成されている。よって、先端硬質部材３０の先端面と基端面には、各孔部３
１，３２、空間部３３の開口部が形成されている。
【００３３】
　図３に示すように、撮像装置４０は、光学部材である観察用レンズ４３と、観察用レン
ズ４３の保持部材である第１の光学部材保持枠４１と、光学部材であるカバーガラス４２
ａと、第１の光学部材保持枠４１とカバーガラス４２ａの保持部材である第２の光学部材
保持枠４２と、光学部材であるプリズム４４と、保護部材４５と、熱変換部材６１と、熱
伝達部材６２と、撮像素子４６と、基板４７と、電子部品４８とを具備して主要部が構成
されている。
【００３４】
　尚、本実施の形態においては、撮像装置４０は、先端部６内に設けられている場合を例
に挙げて示しているが、挿入部９の他の部位や、操作部１０内に設けられていても構わな
い。
【００３５】
　観察用レンズ４３は、被写体となる被検部位を観察するものであり、例えば複数のレン
ズから構成されている。また、観察用レンズ４３は、例えば金属から形成された第１の光
学部材保持枠４１に対して、接着領域（嵌合領域）Ａに塗布された接着剤を介して固定さ
れることにより、第１の光学部材保持枠４１に保持されている。なお、第１の光学部材保
持枠４１に保持されるものは、複数のレンズではなく単数のレンズでもよく、またレンズ
ではなく例えばカバーガラス等の光学部材でもよい。
【００３６】
　また、観察用レンズ４３の光軸方向Ｄの後方に、例えば金属から形成された第２の光学
部材保持枠４２によって保持されたカバーガラス４２ａが位置している。
【００３７】
　第２の光学部材保持枠４２は、第１の光学部材保持枠４１の基端側の外周と第２の光学
部材保持枠４２の先端側の外周の接着領域（嵌合領域）Ｂに塗布された接着剤４１ａを介
して第１の光学部材保持枠４１を固定保持しており、さらに接着領域（嵌合領域）Ｃに塗
布された接着剤を介してカバーガラス４２ａを、固定保持している。尚、第２の光学部材
保持枠４２は、第１の光学部材保持枠４１と一体的に形成されていても構わない。
【００３８】
　また、第２の光学部材保持枠４２の基端側の端面に、プリズム４４の先端側の面が接着
されている。即ち、プリズム４４も第２の光学部材保持枠４２によって保持されている。
尚、カバーガラス４２ａは、プリズム４４の入射面を保護するものである。
【００３９】
　プリズム４４に、観察用レンズ４３、カバーガラス４２ａを介してプリズム４４に入射
された観察光Ｌの内、可視光Ｖを反射し赤外光Ｉを透過させる、または可視光Ｖを透過さ
せ赤外光Ｉを反射する反射膜４４ａが設けられている。
【００４０】
　尚、本実施の形態においては、反射膜４４ａは、可視光Ｖを反射し赤外光Ｉを透過させ
る機能を有しているものとして以下説明する。また、可視光Ｖを反射し赤外光Ｉを透過さ
せる反射膜４４ａを構成する部材としては、誘電体多層膜である既知のコールドミラー等
が挙げられる。
【００４１】
　プリズム４４の反射膜４４ａを透過する側の光路上、即ち赤外光Ｉの光路上に位置する
プリズム４４の透過側の出射端面、具体的にはプリズム４４の図３中の傾斜面に形成され
た基端面に、反射膜４４ａを保護する保護部材４５が貼着されている。尚、本実施の形態



(7) JP 2013-99469 A 2013.5.23

10

20

30

40

50

においては、保護部材４５は、少なくとも赤外光の透過性を有する透光部材から構成され
ている。
【００４２】
　また、プリズム４４の反射膜４４ａによって反射される可視光Ｖの光路上に位置する反
射側の出射端面、具体的には、プリズム４４の図３中における底面に、受光素子４６ａを
有する撮像素子４６が貼着されている。尚、撮像素子４６は、先端部６の小径化を図るた
め、長手方向が光軸方向Ｄに沿うよう設けられている。
【００４３】
　撮像素子４６は、例えばＣＣＤやＣＭＯＳから構成されており、内部に例えばトランジ
スタ等のアンプを含む電子回路部４６ｂが設けられている。尚、撮像素子４６は、例えば
電子回路部４６ｂを受光素子４６ａと共にパッケージ化したものである。
【００４４】
　撮像素子４６の基端側の上面に、ＦＰＣまたはＴＡＢ等から構成された基板４７の先端
部分が電気的に接続されている。尚、基板４７の底面には、電子部品４８が実装されてい
る。
【００４５】
　また、基板４７は、上面に複数の接続ランドを有しており、該接続ランドに、コネクタ
１８、ユニバーサルケーブル１７、操作部１０、挿入部９内に挿通された電気ケーブル２
３が有する複数のケーブル２５の芯線２５ａの先端が、半田等によって電気的に接続され
ている。尚、電気ケーブル２３は、複数のケーブル２５が束ねられたものが、図示しない
外装シースによって被覆されることにより構成されている。
【００４６】
　ここで、反射膜４４ａによって透過された赤外光Ｉの光路上、即ち、保護部材４５の基
端面に、観察用レンズ４３、プリズム４４に入射されこれらを通過した観察光の一部、具
体的には、プリズム４４の反射膜４４ａを透過し、保護部材４５を通過した赤外光Ｉを熱
に変換する熱変換部材６１が接続されている。尚、熱変換部材６１は、赤外光Ｉを吸収す
る部材であり、ステンレス鋼やアルミ等の高熱吸収性及び高熱伝導性を有する材料から構
成されている。
【００４７】
　また、熱変換部材６１の赤外光Ｉを受ける面は、梨地仕上げ等、表面粗さを粗くするこ
とにより、赤外光Ｉを受ける表面積を大きくすると共に赤外光Ｉの反射を防止し、赤外光
Ｉを効率よく熱に変換する構成とすることが好ましい。
【００４８】
　また、熱変換部材６１には、先端側が第２の光学部材保持枠４２に接続された熱伝達部
材６２の基端が接続されている。
【００４９】
　熱伝達部材６２は、熱変換部材６１によって変換された熱を第２の光学部材保持枠４２
に伝達するものであり、アルミ等の高熱伝導性を有する材料から構成されている。尚、熱
伝達部材６２の先端側は、図３の２点鎖線に示すように、第１の光学部材保持枠４１に接
続されていても構わない。
【００５０】
　このように、本実施の形態においては、プリズム４４に設けられた反射膜４４ａは、観
察光Ｌの内、可視光Ｖを反射するとともに赤外光Ｉを透過させると示した。
【００５１】
　また、プリズム４４の反射膜４４ａの透過側の出射端面に、反射膜４４ａを保護する赤
外光Ｉを透過させる保護部材４５が貼着されており、該保護部材４５に、先端側が第２の
光学部材保持枠４２に接続された熱伝達部材６２の基端が接続された、保護部材４５を通
過した赤外光Ｉを熱に変換する熱変換部材６１が接続されていると示した。
【００５２】
　このことによれば、観察用レンズ４３、プリズム４４に入射され、これらを通過した観
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察光Ｌの内、赤外光Ｉは、反射膜４４ａを透過し、さらに保護部材４５を通過して熱変換
部材６１によって熱に変換され、該変換された熱が熱伝達部材６２を介して第２の光学部
材保持枠４２に伝達されることから、第２の光学部材保持枠４２及び該第２の光学部材保
持枠４２に接続された第１の光学部材保持枠４１を熱することができる。即ち観察用レン
ズ４３、プリズム４４、カバーガラス４２ａを熱することができる。尚、赤外光Ｉは、撮
像素子４６を用いた通常の被検部位の観察、撮像においては、特に利用することない不要
な光である。
【００５３】
　よって、内視鏡２の挿入部９の先端部６を液体中に浸漬させた際、接着領域Ａ、Ｂ中の
接着剤に吸収された水分を、短時間にて蒸発させることができるため、第２の光学部材保
持枠４２によって保持されたプリズム４４やカバーガラス４２ａ、及び第１の光学部材保
持枠４１によって保持された観察用レンズ４３が水分の進入により曇ってしまうことを、
従来の撮像装置に熱変換部材６１及び熱伝達部材６２を設けるのみの簡単な構成により確
実に防止、抑制することができる。
【００５４】
　そして、熱伝達部材６２及び光学部材保持枠４１、４２を介して伝わった熱により、光
学部材保持枠４１、４２の内部に配設された光学部材である観察用レンズ４３やカバーガ
ラス４２ａ、プリズム４４、及び光学部材保持枠４１、４２の内部空間が加熱されること
で、光学部材保持枠４１、４２内の光学部材の表面温度と空間の温度とが略均一化され、
光学部材の表面の結露を防止、抑制することができ、光学部材保持枠４１、４２内の光学
部材の曇りを簡単な構成により確実に防止、抑制することができる。
【００５５】
　なお、光学部材保持枠４１、４２の内部を加熱するために、光学部材保持枠４１、４２
は、高熱伝導性を有する材料で構成することが望ましく、同様に光学部材保持枠４１、４
２を接着する接着剤４１ａや光学部材保持枠４１、４２と光学部材を接着する接着剤は、
高熱伝導性を有する接着剤を用いることが望ましい。
【００５６】
　また、第２の光学部材保持枠４２及び第１の光学部材保持枠４１を熱するのに、観察用
レンズ４３、プリズム４４に入光される観察光Ｌにおける赤外光Ｉを用いることから、従
来のようにライトガイドの一部を用いることがないため、挿入部９の小径化を図るため挿
入部９内に挿通されるライトガイドの本数が少なくなったとしても、ライトガイドの光を
全て被検体内に照射することができることから、被検体内に照射される照明光の光量が減
ってしまうことがない。
【００５７】
　以上から、被検体内に供給される照明光の光量を低下させることなく、簡単な構成によ
り光学部材の曇りを防止することができる構成を具備する撮像装置４０、内視鏡２を提供
することができる。
【００５８】
　尚、以下、変形例を、図４を用いて示す。図４は、図３の撮像装置の変形例の構成を概
略的に示す部分断面図である。
【００５９】
　上述した本実施の形態においては、反射膜４４ａは、観察光Ｌの内、可視光Ｖを反射し
赤外光Ｉを透過させる機能を有していると示した。
【００６０】
　よって、熱変換部材６１は、赤外光Ｉの光路上における保護部材４５の基端面に貼着さ
れ、撮像素子４６は、プリズム４４の図３中底面側に位置する可視光Ｖの出射端面に貼着
されており、さらに撮像素子４６は、先端部６の小径化を図るため、長手方向が光軸方向
Ｄに沿って位置していると示した。
【００６１】
　これに限らず、図４に示すように、撮像素子４６の長手方向が、光軸方向Ｄに直交する
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径方向Ｑに沿って配置される構成を撮像装置４０が有する場合には、撮像素子４６は、保
護部材４５の図４中の基端面に貼着され、熱変換部材６１は、プリズム４４の底面に貼着
される。また、熱変換部材６１には、上述した本実施の形態と同様に、先端側が第２の光
学部材保持枠４２に接続された熱伝達部材６２の基端が接続されている。
【００６２】
　また、この構成においては、反射膜４４ａは、可視光Ｖを透過させ、赤外光Ｉを反射さ
せる機能を有している。尚、可視光Ｖを透過させ赤外光Ｉを反射させる反射膜４４ａの部
材としては、既知のホットミラー等が挙げられる。
【００６３】
　よって、この構成においては、プリズム４４の底面は、赤外光Ｉの出射端面を構成し、
プリズム４４の基端面は、可視光Ｖの出射端面を構成する。また、保護部材４５は、少な
くとも可視光Ｖを透過する機能を有している。
【００６４】
　尚、その他の構成は、上述した実施の形態と同じである。
【００６５】
　このように、撮像素子４６の長手方向が、光軸方向Ｄに直交する径方向Ｑに沿って配置
される構成を撮像装置４０が有していたとしても、反射膜４４ａによって反射された赤外
光Ｉは、熱変換部材６１によって熱に変換され、該熱は、熱伝達部材６２によって第２の
光学部材保持枠４２に伝達されることから、上述した本実施の形態と同様の効果を得るこ
とができる。
【００６６】
（第２実施の形態）
　図５は、本実施の形態の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図である。　
　この第２実施の形態の撮像装置の構成は、上述した図１～図３に示した第１実施の形態
の撮像装置と比して、熱変換部材が熱伝達部材と一体的に形成されている点が異なる。よ
って、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その
説明は省略する。
【００６７】
　図５に示すように、本実施の形態における撮像装置４０においては、熱変換部材６１と
、熱伝達部材６２とが一体的に設けられている。即ち、一端が第２の光学部材保持枠４２
に接続され他端が保護部材４５に接続された、赤外光Ｉを熱に変換するとともに、該変換
した熱を第２の光学部材保持枠４２へと伝達する部材６５を有している。言い換えれば、
部材６５は、熱変換部材６１及び熱伝達部材６２を兼ねている。
【００６８】
　尚、本実施の形態においても、部材６５の一端側は、第１の光学部材保持枠４１に接続
されていても構わない。また、その他の構成は、上述した第１実施の形態と同様である。
【００６９】
　このような構成によれば、熱変換部材６１と熱伝達部材６２とを接合する箇所がなくな
るため、接合箇所に生じていた熱抵抗をなくすことができることから、効率良く赤外光Ｉ
から変換した熱を、第２の光学部材保持枠４２へと伝達することができる。
【００７０】
　よって、以上のことを鑑みれば、部材６５は、第２の光学部材保持枠４２と一体的に形
成されていれば、より効率良く熱を光学部材へと伝達することができる。尚、これは、図
３に示すように、熱変換部材６１と熱伝達部材６２とが別々に設けられている場合も同様
であり、熱伝達部材６２が、第２の光学部材保持枠４２と一体的に形成されていれば、よ
り効率良く熱を光学部材へと伝達することができる。
【００７１】
　尚、その他の効果は、上述した第１実施の形態と同じである。また、以上のことは、図
４に示したように、撮像素子４６の長手方向が、光軸方向Ｄに直交する径方向Ｑに沿って
配置される構成を撮像装置４０が有している場合においても同様である。
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【００７２】
（第３実施の形態）
　図６は、本実施の形態の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図である。　
　この第３実施の形態の撮像装置の構成は、上述した図５に示した第２実施の形態の撮像
装置と比して、熱変換部材と熱伝達部材とが一体的に形成された部材が、保護部材と一体
的に形成されている点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第２実施の形態と同
様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００７３】
　図６に示すように、本実施の形態における撮像装置４０においては、部材６５と、保護
部材４５’とが一体的に設けられている。
【００７４】
　即ち、一端が第２の光学部材保持枠４２に接続され、他端がプリズム４４の赤外光Ｉの
光路上に位置するプリズム４４の透過側に出射端面、即ちプリズム４４の基端面に貼着さ
れた部材６７は、赤外光Ｉを熱に変換するとともに、該変換した熱を第２の光学部材保持
枠４２へと伝達する機能を有している。
【００７５】
　即ち、保護部材４５’自体が、赤外光Ｉを熱に変換する機能を有している。言い換えれ
ば、部材６７は、熱変換部材、熱伝達部材、保護部材を兼ねている。よって、保護部材４
５’は、光透過性を有している必要がない。
【００７６】
　尚、本実施の形態においても、部材６７の一端側は、第１の光学部材保持枠４１に接続
されていても構わない。また、その他の構成は、上述した第２実施の形態と同様である。
【００７７】
　このような構成によれば、上述した第１、第２実施の形態よりも赤外線を吸収して熱に
変換する熱変換部材として機能する部材６７の熱容量が大きくなることから、赤外光Ｉか
ら変換された熱が少ないような場合であっても、第２の光学部材保持枠４２に伝達される
熱量を、第１、第２実施の形態よりも大幅に確保しやすくなる。
【００７８】
　尚、その他の効果は、上述した第２実施の形態と同じである。
【００７９】
（第４実施の形態）
　図７は、本実施の形態の撮像装置の構成を概略的に示す部分断面図である。　
　この第４実施の形態の撮像装置の構成は、上述した図５に示した第２実施の形態の撮像
装置と比して、熱変換部材と熱伝達部材とが一体的に形成された部材が、反射膜と一体的
に形成されている点と保護部材を用いない点が異なる。よって、この相違点のみを説明し
、第２実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００８０】
　図７に示すように、本実施の形態における撮像装置４０においては、保護部材４５を設
けずに、第２実施の形態において示した熱変換部材６１と熱伝達部材６２とが一体的に設
けられた部材６５’と反射膜４４ａとが部材６９として一体的に設けられている。
【００８１】
　即ち、一端が第２の光学部材保持枠４２に接続され他端がプリズム４４の赤外光Ｉの光
路上に位置するプリズム４４の透過側に出射端面、即ちプリズム４４の基端面に貼着され
た部材６９は、可視光Ｖを反射するとともに、赤外光Ｉを吸収し熱に変換するとともに、
該変換した熱を第２の光学部材保持枠４２へと伝達する機能を有している。
【００８２】
　即ち、反射膜４４ａ自体が、赤外光Ｉを熱に変換する機能を有している。言い換えれば
、部材６９は、熱変換部材、熱伝達部材、保護部材、反射膜を兼ねている。この場合、部
材６９の赤外光Ｉを受ける面は、可視光を反射し赤外光を透過する膜を表面に形成しても
、表面を少なくとも可視光を反射する様に鏡面仕上げをしたミラー面としてもよい。
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【００８３】
　尚、本実施の形態においても、部材６９の一端側は、第１の光学部材保持枠４１に接続
されていても構わない。また、その他の構成は、上述した第２実施の形態と同様である。
このような構成において、上述した第２実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００８４】
　また、上述した第１～第４実施の形態においては、撮像素子４６が１つ設けられた撮像
装置４０を例に挙げて示したが、これに限らず、１つの観察光に対し、例えば可視光によ
る通常観察用と、特定波長光による特殊光観察用と、の様に、撮像素子が２つ以上設けら
れた撮像装置に対しても適用可能である。
【００８５】
　この際、プリズム４４には、出射端面が３面以上有するものを用い、例えば出射端面の
１面からは赤外光が、２面からは特殊光観察用の特定波長光が、３面からは可視光が出射
されるようなプリズムを用いる。この場合、赤外光Ｉが出射される出射端面には、赤外光
Ｉを熱に変換する部材を貼着し、残りの光が出射される複数の出射端面には、該出射端面
に応じて撮像素子を貼着すればよい。
【００８６】
　さらに、上述した第１～第４実施の形態においては、直視型の内視鏡の挿入部の先端部
に用いられる撮像装置４０を例に挙げて示したが、これに限らず、側視型の内視鏡の先端
部に用いられる撮像装置４０に適用しても構わない。
【００８７】
　さらに、内視鏡に設けられる撮像装置４０を例に挙げて示したが、これに限らず、内視
鏡以外の撮像装置４０を有する部位が液体中に浸漬される他の器具にも適用可能である。
例えば、イメージガイドを用い肉眼で観察する内視鏡の接眼部に接続し、観察画像をモニ
タに表示するための内視鏡画像表示装置に用いられる撮像装置にも適用可能である。
【００８８】
　図８は、撮像素子の前面にカバーガラスが貼着され、カバーガラスの前面に遮光膜が蒸
着された状態を概略的に示す図、図９は、図８のカバーガラス及び遮光膜を図８中のIX方
向からみた平面図である。
【００８９】
　また、図１０は、撮像素子の前面にカバーガラスが貼着され、カバーガラスの前面に外
周にバリを有する遮光膜が蒸着された状態を概略的に示す図、図１１は、図１０のカバー
ガラス及び遮光膜を図１０中のXI方向からみた平面図である。
【００９０】
　ところで、図８に示すように、例えば撮像素子４６の長手方向が、光軸方向Ｄに直交す
る径方向Ｑに沿って配置される構成を撮像装置４０が有している場合において、撮像素子
４６の光軸方向Ｄの前面（以下、単に前面と称す）に、撮像素子４６の受光素子４６ａを
保護するカバーガラス７２が貼着された構成が周知である。
【００９１】
　また、図８、図９に示すように、カバーガラス７２の前面７２ｆには、受光素子４６ａ
に不要光が入射され、撮像画像に不良が生じてしまうのを防ぐため、受光素子４６ａに不
要光が入射されてしまうことを防ぐ金属製の遮光膜７０が、蒸着等によって形成されてい
るのが一般的である。
【００９２】
　尚、図９に示すように、遮光膜７０は、受光素子４６ａに不要な光が入射されてしまう
のを防ぐため、受光素子４６ａと外形形状及び大きさが略等しい外形有するとともに、前
面７２ｆにおいて、前方側から平面視した際、受光素子４６ａに重畳する位置に、観察光
Ｌが通過する開口７０ｋを有している。
【００９３】
　ここで、遮光膜７０は、前面７２ｆに対して金属膜を蒸着し、その後、カバーガラス７
２の外周面を研磨することにより形成されるが、研磨後、カバーガラス７２の外周面の一
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部が欠けたり、遮光膜７０の一部が剥げたりすることにより、遮光膜７０の外周近傍に、
図１１に示すように、バリＥが複数発生してしまうといった問題があった。
【００９４】
　遮光膜７０にバリＥが形成されてしまうと、バリＥが形成された箇所は、カバーガラス
７２の前面７２ｆを覆うことができなくなってしまうため、即ち、前面７２ｆがバリＥに
よって露出されてしまうため、図１０に示すように、該箇所から不要光Ｌ’が撮像素子４
６に向かって入光されてしまい、該入光された光は撮像素子４６の受光素子４６ａの外周
領域に形成された金属配線や回路パターン等で反射され、反射光が受光素子４６ａに入光
されてしまう結果、画像不良を生じさせてしまうといった問題があった。
【００９５】
　尚、以上の不要光Ｌ’の入光による画像不良は、先端部６を小径化する程、カバーガラ
ス７２も径が小さくなるため、バリＥによる影響が大きくなる。
【００９６】
　以下、このような問題を解決する構成を、図１２～図１４を用いて示す。図１２は、カ
バーガラスの前面において遮光膜のバリによって露出された領域に、黒色の接着剤を充填
した状態を示すカバーガラス及び遮光膜の平面図、図１３は、カバーガラスの前面におい
て遮光膜のバリによって露出された領域を光学的に粗くした状態を示すカバーガラス及び
遮光膜の平面図、図１４は、カバーガラスの前面において遮光膜のバリによって露出され
た領域に、メカマスクを貼着した状態を示すカバーガラス及び遮光膜の平面図である。
【００９７】
　図１２に示すように、カバーガラス７２の前面７２ｆにおいて遮光膜７０のバリＥによ
って露出された領域に、黒色の接着剤８０を充填すれば、カバーガラス７２の前面７２ｆ
は、開口７０ｋ以外は、確実に遮光膜７０及び接着剤８０によって覆われるため、図１０
に示すように、不要光Ｌ’が撮像素子４６に入光されてしまうことを確実に防止すること
ができる。
【００９８】
　また、図１３に示すように、カバーガラス７２の前面７２ｆにおいて遮光膜７０のバリ
Ｅによって露出された領域を光学的に粗くした状態Ｆとしてしまえば、状態Ｆのカバーガ
ラス７２に入光する不要光Ｌ’は乱反射するため、不要光Ｌ’が撮像素子４６に入光され
てしまうことを確実に低減することができる。
【００９９】
　さらに、図１４に示すように、カバーガラス７２の前面７２ｆにおいて遮光膜７０のバ
リＥによって露出された領域、即ち遮光膜７０の開口７０ｋを除く領域に、平面視した形
状がリング状の開口７０ｋよりも大きい円形の孔９０ｃを有するメカマスク９０を貼着し
てしまえば、前面７２ｆにおいてバリＥによって露出された領域は、メカマスク９０によ
って覆われるため、図１０に示すように、不要光Ｌ’が撮像素子４６に入光されてしまう
ことを確実に防止することができる。
【０１００】
　尚、以上、図１２～図１４に示した構成は、カバーガラス７２の基端面に形成される遮
光膜７０に対しても適用可能であり、さらに、図３～図７に示すカバーガラス４２ａの前
面に貼着される遮光膜に対しても適用可能である。
【符号の説明】
【０１０１】
　２…内視鏡
　９…挿入部
　１０…操作部
　４０…撮像装置
　４１…第１の光学部材保持枠
　４２…第２の光学部材保持枠
　４２ａ…カバーガラス（光学部材）
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　４３…観察用レンズ（光学部材）
　４４…プリズム（光学部材）
　４４ａ…反射膜
　４５…保護部材
　６１…熱変換部材
　６２…熱伝達部材
　Ｄ…光軸方向
　Ｉ…赤外光（観察光の一部）
　Ｌ…観察光

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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